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17.　平成２７年度エネルギーに関する年次報告　資源エネルギー庁
エネルギー白書2016（平成28年5月17日）抜粋

－17－

17,769

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

油 ・ ガ ス 田 名
（ 事 業 者 名 ） 県 名 構成比(％)

八　　　　橋 （INPEX）

南 　 阿 　 賀 （INPEX）

頸　　　　城 

東　新　潟（JAPEX/MGC）

申　　　　川 (J A P E X )

吉　　　　井 (J A P E X )

見　　　　附 (J A P E X )

東 　 柏 　 崎  （INPEX）

阿 　 賀 　 沖  ＊

そ 　 の 　 他

や　　ば　　せ　

み な み あ が

く　　び　　き

ひがしにいがた

さ　る　か　わ

ゆ　う　ふ　つ

よ し い

勇　　　　払(J A P E X )

み つ け

ひがしかしわざき

あ　が　お　き　

秋 　 田

秋 　 田

秋 　 田

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

岩 　 船 　 沖  （※1）
い わ ふ ね お き

28.9

100.061,539全 国 総 累 計 生 産 量

　西山は高町、宮川、別山を含む。
　由利原は鮎川を含む。
　（＊印は生産終了）

⑴　原油　6,154万
2.　わが国の原油・天然ガス累計生産量一覧（平成27年度末）

累計生産量

（単位：千　）

＊

㎘ ㎘

北海道

由 　 利 　 原 ( J A P E X )  
ゆ　り　は　ら　

新 　 潟

南  長  岡   
みなみながおか

新　　　　　津　　＊
に　　い　　つ

西 　 　 　 山  ＊ 
に し や ま

（INPEX）

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

5,715 9.3

5,361 8.7

3,551 5.8

3,256 5.3

3,218 5.2

3,026 4.9

2,960 4.8

2,820 4.6

2,536 4.1

2,419 3.9

2,270 3.7

1,831 3.0

1,689 2.7

1,683 2.7

1,434 2.3

第3部　第1章　第４節　石油・天然ガス等国産資源の開発の促進
国内のエネルギー・鉱物資源は、最も安定した資源であり、海上の資源開発は新たな供給源となり得

る極めて重要な存在です。そのため、海洋基本法（2007年7月施行）に基づく「海洋基本計画」
（2008年3月策定、2013年4月改訂）を踏まえて「海洋エネルギー・鉱物資源開発計画」（2009年3
月策定、2013年12月改訂）に従い、その開発を計画的に進めてきました。同計画では、鉱種ごとに、
新たな開発の目標と達成に至る筋道、必要となる技術開発を明記するとともに、各省庁間の連携、国と
民間の役割分担、さらには、横断的配慮事項として、人材育成、国際連携、海洋の環境保全、国民の理
解促進に留意して、適切に進めることとしています。同開発計画における各資源に係る工程表について
は、進捗に応じて、方向性の確認・見直しを行う予定です。

在来型の石油・天然ガスについては、我が国周辺海域の資源ポテンシャルを把握するため、エネル
ギー基本計画に基づき、三次元物理探査船「資源」により、毎年概ね6,000k㎡、2018年度までに概ね
62,000k㎡の基礎物理探査を実施する予定です。また、探査結果を踏まえ、有望海域を選定の上、基
礎試錐を機動的に実施していきます。これらにより得られた地質データ等の成果については民間企業に
引き継ぎ、探鉱活動の促進を図ります。

さらに、非在来型の天然ガスについては、我が国は水溶性天然ガスの世界最大の生産国であり、ま
た、これらに含まれるヨードの生産量は世界の3割以上（世界第2位）を占める重要な資源です。我が
国は水溶性天然ガスの生産量拡大や効率的開発を目指し、2015年3月に、業界及び有識者からなる
「水溶性天然ガス田の生産に係る技術検討会」において取りまとめた、かん水還元強化技術の調査・試
験を2015年度から実施しています。

引き続き我が国の貴重な国産資源である、水溶性天然ガスの生産量拡大や地盤沈下対策を進めます。

次世代のエネルギーとして期待されるメタンハイドレートは、メタンガスと水が低温・高圧の状態で
結合した氷状の物質で「燃える氷」とも称されます。

主に太平洋側に確認されている砂層型メタンハイドレートについては、2013年3月に、海域におい
て世界初となるガス生産実験を実施し、6日間の連続生産に成功しました。長期間・安定的なガス生産
に必要な技術開発や、生産コストの引下げなどの課題克服に向け、2016年度中に1ヶ月程度のガス生
産試験を実施予定です。これらの実験結果を踏まえつつ、海洋基本計画に基づき、2023年から2027
年の間に、民間企業が主導する商業化プロジェクトが開始されるよう、国際情勢をにらみつつ、技術開
発を実施します。

また、主に日本海側に確認されている表層型メタンハイドレートについては、まず資源量把握が課題
であり、2013年度から本格的な資源量調査を実施しています。2015年度の調査では、表層型メタン
ハイドレートの存在の可能性がある構造（ガスチムニー構造）の内部におけるメタンハイドレートの様
子をより詳しく把握するため、隠岐周辺及び上越沖に存在する3箇所のガスチムニー構造において、合
計約30箇所の掘削調査を行いました。その結果、同一のガスチムニー構造から取得されたサンプルで
あっても、サンプルごとのメタンハイドレートの状態や量は均一ではなく、取得された場所によって大
きく異なることが分かりました。このことから、必ずしも一様に大きな塊状で存在しているとは限らな
いことが示唆されました。今後は、これまでに収集されたさまざまな測定データや多くの地質サンプル
について、専門家による分析作業、解析作業を加速し、商業化に必要となる最低限の資源量の規模及び
分布状況かどうかの検証を行うとともに、その結果を踏まえて表層型メタンハイドレートを回収するた
めの技術の調査や技術開発の在り方等を検討していく予定です。
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⑵  天然ガス 1,380億m3（原油換算13,799万㎘）

24,200

油 ・ ガ ス 田 名
（ 事 業 者 名 ） 県 名 構成比(％)

そ　の　他

な か じ ょ う

く　　び　　き

ひがしにいがた

し ん た い な い

よ　　し　　い

あ　が　お　き　

にしかんばら

１
吉　　　　井         （  ＪＡPEX）

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

２

ひがしかしわざき
東 　 柏 　 崎  （INPEX）

４ 東　新　潟（ＪＡPEX/MGC）

５

中　　　　条 （JX）

６

頸　　　　城 

７

阿 　 賀 　 沖

北 海 道９

10

ゆ　う　ふ　つ
勇　　　　払（ＪＡPEX）

12

新　胎　内

みなみながおか
南 　 長 　 岡 （INPEX）

13

西　蒲　原（TOHO）15

岩　船　沖

17.5

137,989 100.0全 国 総 累 計 生 産 量

　（天然ガス１百万m3は原油１千㎘）

累計生産量

（単位：百万m3）

３

８

千 　 葉

千 　 葉

福 　 島

茂　　　原（KNG）☆
も　　ば　　ら

11

合 同 千 葉 （GS）☆
ご う ど う ち ば

14

磐 　 城 　 沖
い わ き お き

☆

JX　　  
GS　　  合同資源
TOHO　東邦アーステック

＊

＊

＊

＊

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

新 　 潟

いわふねおき

：
：

（※1）

 JX石油開発

15.　世界の原油埋蔵量（平成27年末）

16.　世界の天然ガス埋蔵量（平成27年末）

単位：億KL、括弧内は構成比（％）

単位：兆m3、括弧内は構成比（％）

(注) 原油１億bblは約1,590万
出典：BP Statistical Review of World Energy(2016年版)

アフリカ
 205（7.6）

ＵＡＥ
  156（5.8）

イラン
  251（9.3）

アジア・大洋州
　68（2.5）

その他中東 
58（2.2）

サウジアラビア
　424（15.7）

　 ヨーロッパ 
　  84（3.1）

その他中南米
62（2.3）

ベネズエラ
　478（17.7）

　　　ロシア
　 32.27（17.3）

　　イラン
　34.02（18.2）

トルクメニスタン 
　17.48（9.3）

アフリカ
14.06（7.5）

　 アジア・大洋州 
　15.65（8.4）

中南米
　8.01（4.3）

北米
　12.43（6.6）

　 その他ヨーロッパ 
　7.04（3.8）

   その他中東 
　13.17（7.0）

カタール
24.53（13.1）

　　イラク
　  227（8.4）

(注)ガス１Tcf＝１兆立方フィートで約283億
出典：BP Statistical Review of World Energy(2016年版)

㎘として換算

m3

　　クウェート
　   161（6.0） 

　　　ロシア
　   163（6.0）

北米
　361（13.4）

＊

＊

＊

＊

＊

＊＊

＊

＊

＊＊

＊

＊
＊＊

＊＊

＊＊

億KL
2,699

サウジアラビア 
　8.33（4.5）

か　た　か　い
片　　　　貝（ＪＡPEX）

 187
 兆m3

＊

（注）
：

　（＊印は生産終了）

 23,041 16.7

 11,961 8.7

 10,917 7.9

 9,860 7.1

 9,373 6.8

 7,955 5.8

 6,756 4.9

 6,043 4.4

 5,713 4.1

 5,148 3.7

 4,222 3.1

 4,073 3.0

 3,757 2.7

 2,624 1.9

 2,348 1.7
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ガ　ス

3. わが国の稼行鉱山（石油・天然ガス）数

 都道府県別

北　海　道
秋　　　田
山　　　形
福　　　島

新　　　潟

静　　　岡
長　　　野

東　　　京
千　　　葉

宮　　　崎

合　　　計

合　計石油・ガス 水 溶 性
ガ 　 ス

－６－ －15－

平成25年末 　12 　　11 　36 　59

平成26年末 　12 　　11 　35 　58

平成27年末 　13 　　11 　35 　59

平成24年末 　12 　　11 　36 　59

生 産 量生 産 量 埋 蔵 量 埋 蔵 量R/P
(年)

R/P
(年)

ベネズエラ
ロ シ ア

イ  ラ  ン

ア メ リ カ
カ ナ ダ

日 　 　 本
世 界 合 計

　原　　油　（万㎘） 　天然ガス　（億m3）

　　BP Statistical Review of World Energy 2016年版
　　日本の原油・天然ガス埋蔵量は、平成27年度末の数値（天然ガス鉱業会）。
　　なお水溶性天然ガスの埋蔵量は上記には含まれていない。

12．わが国の一次エネルギー供給シェア
平成26年度 平成27年度（速報値）

石　　油　41.5％　

石　　炭　25.2％　

（出典）資源エネルギー庁HP「平成27年度エネルギー需給実績（速報）」

13．原油・LNG（液化天然ガス）の輸入状況（平成27年度）

原油輸入量
LN G輸入量

19,451万㎘
  7,970万㌧（1,116億m3）
（LNG１㌧は約1,400m3）

14．世界の原油・天然ガスの生産量と埋蔵量（平成27年末）

（出典）

 ⑴

⑵　石油 / 可燃性天然ガス別

（出典）資源・エネルギー統計年報（石油）（平成27年）

オーストラリア

サウジアラビア
ナイジェリア

中 　 　 国

イ ギ リ ス

ブ ラ ジ ル

カ タ ー ル

沖　　　縄

天然ガス　25.2％

原 子 力   　　   0.0％
水　　力　　3.4％　
再生可能他  4.6％　

　40.9％　

　25.9％　
　24.3％

　  0.4％
　　3.6％　
　  4.9％　

愛　　　知

平成24年末

59

5

2
1
1

16
4
1

2

   9

11

6
1

平成25年末

5

2
1
1

16
4
1

5

9

59

11

4

0

平成26年末

5

2
1
0

16
4
1

5

9

58

11

4

0

平成27年末

59

5
9
2
1
0

11
17

4
1
0
5
4

73,725
25,449
14,665
15,242
63,723
5,601

22,750
11,015
69,723
13,651
2,236

25,006
58

532,009

873,896
2,737,896

206,697
4,783,960
1,627,766

44,600
2,509,020

408,710
4,238,590

589,413
63,354

293,815
662

26,991,666

12
108
14

314
26
8

110
37
61
43
28
12
11
51

14
12
18

173
56
5

177
135
78

102
52
28
15
53

7,673
1,635

229
324

5,733
397

1,925
1,814
1,064

501
671

1,380
22

35,386

104,405
19,871
4,235

56,172
322,710

2,060
340,200
245,281
83,252
51,110
34,714
38,413

333
1,868,747

出典：鉱山保安統計（鉱山・火薬類監理官付）
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４．油・ガス田の発見と開発

昭和48年以降に発見され、生産に移行した油・ガス田

発見油・ガス田名 県 名 発見年 生産開始

※

※

※

磐 城 沖 ガ ス 田 福　島 昭和48年

片貝ガス田（深層） 新　潟

新　潟

昭和53年

南 長 岡 ガ ス 田

南 桑 山 油 田

〃 昭和54年

阿 賀 沖 北 油 田 〃 昭和56年

由利原油・ガス田 秋　田 昭和51年

岩船沖油・ガス田 新　潟 昭和58年

平成15年

勇 払 油 ・ ガ ス 田 平成元年

鮎 川 油 ・ ガ ス 田 秋　田 平成元年

（注）※海域（オフショア）油・ガス田
　　

－７－

北海道

11．国内基礎調査（試錐）

▲
小国

凡　例
　　基礎試錐実施地

平成16年度

＜ 基 礎 試 錐 ＞

新津

東海沖～熊野灘（　の三海域対象）

佐渡南西沖 ▲

▲

(左欄両作業
を一部継続）

南海トラフ

（H16 実績）

※平成17年度～24年度は実績なし。

昭和59年　7月

昭和59年　7月

昭和59年　9月

昭和59年10月

昭和59年12月

平成15年12月

平 成 2 年 1 2 月

平 成 7 年 1 2 月

平 成 8 年  1 月
▲

平成15年度

東海沖～熊野
灘 (＊) メタン
ハイドレート
対象

佐渡南西沖
（新潟沖）

佐渡南西沖
（新潟沖）

出典：資源エネルギー庁

海

　
　域

陸

　域

平成13年度

新 　 　 津
（新潟県）

(H14実績)

平成14年度

▲

▲
▲

▲

上越海丘
▲

平成25年度 平成28年度
上越海丘
（新潟沖）

島根・山口沖

生 産 終 了
平成5年3月
　

）

）

）

）生 産 終 了
平成19年7月

小国

島根・山口沖

新津

チカツプ
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５．わが国の原油・天然ガス可採埋蔵量（平成27年度末）

６．海洋石油・天然ガス開発プロジェクトの現状

平成26年度評価・国産原油・天然ガス可採年数（R/P）

生産量
（P）

原　油（万㎘） 天然ガス（億m3）
埋蔵量
（R）

可採年数
(R/P)

陸　域
海　域
合　計

48
10
58

615
47

662

13
5

11

生産量
（P）

埋蔵量
（R）

可採年数
(R/P)

20
2

22

325
8

333

16
4

15
 （注）水溶性天然ガスを除く。

石 油 資 源 開 発

日本海洋石油資源開発

三 菱 ガ ス 化 学

岩船沖油・ガス田

47

33

20

権 　 益 　 比 　 率

（％）

沖合（水深）

km(m)

生産開始 開　発
投資額

（億円）

平成27年度生産量

原　油
（千㎘）

天然ガス
（百万m3）

H. 2.12 215 99

578

190

2,715全 国 計（陸域＋海域）

　原油の可採埋蔵量は、662万㎘で、平成27年度の生産規模
で約11年分。天然ガスの可採埋蔵量は333億m3で、同生産規
模で約15年分。

4 (36)

水溶性天然ガス埋蔵量
　南関東ガス田：6,843.2億m3

　新潟ガス田：1,056.8億m3

　宮崎ガス田：348.5億m3

出典：「平成20年度地下水賦存量調査報告書」 産業技術総合研究所(経済産業省委託調査)

焼津
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10. わが国の油・ガス田分布図

南城ユインチ

824

3,936

759

－9－

天然ガス
原　　油

７.　わが国の原油・天然ガス生産量推移

千百
万

８.　需要先別天然ガス出荷・消費量（平成27年度）
天然ガス出荷・消費量合計＝41.7億
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（天然ガス1百万 m3は原油1千　に換算）㎘

平12年度

出典：資源・エネルギー統計月報（平成28年）
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